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に関 する 日本一中国ワー クンヨッフ
神 田 啓 史
日 本 一中[}/]bノーー ク シtlソ『グ7Jt.1勺戌4年7月16日 と17
日の2日 間,極 地 研 に お い て 開催 され た.1体 南 極地 域
lc.見浬1↓']1茨0)・場之と し一(e)タト[E]　jUFIj　{tNi貝rlカ{,1988flそカ・ら1{
年 間,夏 期 間 に キ ン グジ ョー ジ島 に 位 置 す る 中 国 のIU,41
J";地で 行 わ れ,日 本 か ら は 極 地研 の3名 を含 む,11.6名か
現 地 に 赴 い て 調 査 を行 っ た,こ の 共同研 究 か ・応 終 り,
そ の 成 果 及 び現 在取 りま とめ111の試 資 料 に')いて の情 報
交換 と,将 来 展 望 を行 う こ とが この ワ ーー ク シ ョ ノゾのli
的 で あ った.日 中 共1「・]研究 がlrわれ た'iG時,　[lil和嶋地 で
は 陸 ヒ生 物 の 研 究 プVジ.Lク ト 「陸|..yl..態系 構 造 の 鮒
析 」C1987-1990〕カミ行 わ れ て お り.11∫{和基地 の あ る大 陸
性 南 極 の 動flll物と長 城 基 地 の あ る海 洋 性OrM4の動f[1〔物 と
を1ド付 して研 究 す る こ とが 出 来た こ と は,我 々 に と って
極 め て 有 意 義 で あ った.
/戸回の ワ ーー ク シ ョ ノブの 開 催 は1昨年1〔}月に ボ ンで 開 か
れ た 「"16bi]「ト 極条約 協1渡川 会1議に出 席 した[|1国rti極考察
委員 合 弁 公 室i准 郭 上1と」kと極 地{1斤SllK"所長 と の、i[Filこ端 を
発 した.そ の 後,同 じ く キ ン グ ジ:,一ジ島 で 活 躍 して い
る韓 国 か ら もオ ブ ザ ー バ ー と して 研 究 者 を招 待 しよ う と
い う こ と に な った.ワ ー ク シ ョ.ゾノは極 地 研 が}乱催 す る
こ と とL.生 物 研 究 グ ル 一一ゾ が 中 心 とな り,準 備.運 営
を 行 うこ とに な った.我 が 国 か らの 派 遣 研 究 者.がじと し
て陸1'.,1,.物を扱 って きた の で,陸[..生物 の 研 究 者.が中 心
に な る よ うにtlt[ld.韓国1に人選 を依 頼Lて い たが,　|IIll匡1
と も陸 ヒ分 野 の 研;究者「が 少 な く,海 洋 生 物 の 研究 者 も 含
め る こ とに な った.
III国側 の 人 選 に は 考 察 委 員 会 弁 公 室 か 当 り,韓 国 の 場
合 は 海 洋 研 究 所CKOR[)1)の 朴 所 長 に 推 薦 を 仏 組 し,
・快 諾 を 得 た .参 加 し た 研 究 者'は[ii|lrlから6名,1`IL匡「か ら
2名 で あ っ た,日 本 か ら は 長 城)、1;地経 験 者6名 を 含 む13
名 が 参 加 し た.中 川 か ら は 中 国 極 地 研 究 所 の:":兆乾 所 長
を 代 表 に.「tl]研究 所 の1凍波,中 国 国 家 海 洋111}1続刊ijl究所
e)'jl乏よ　1{li)le,'Aミiり]」・;9,IT[[F.1i:|一"li:フ'カー'f'ミー一'iill}rイijf究1りff1{1」1り「
長 債:全海,.化 京 師 範 学llンヒの 李 学 聚 の 各 氏 か 参 加 し た.韓
国 か ら は こ の リ ーー ク シli　パ ノの 哺.・ の 女 ・1'{研究 者.であ る
海 洋 研 究 所 の 安 仁 英,延Ill:大学 の 李 杜 この1"ij氏が 参 加 し
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さらに韓国の研究者を交えて,ワ ークシ ョップを持 った
ことは大いに意義のあることとして評価 された,ま た,
これを機会に一層の情報交換を強めることが必要である



































年記念事業として 「南極展」を企画 したので した,
しかし,誰でも知っているオゾンホールという言葉を












































































れから1か月,夜 を徹 しての議論が行われ,よ うやく展
示物 の 飾 り付 け が す ん だの は.オ ー プ ン前 日の夜 遅 くで
した.つ き っ き りだ っ た松 田 先生 も,や っ とあ ん どの 胸
をな で 下 ろ され た の で した.
オ ー プ ン 当 日の 朝,事 前点 検 中,松 田 先 生 はペ ン ギ ン
の ネ ク タ イ.ネ ク タイ ピ ンをつ け られ,終 始 に こ や か に
南 極 ば あ さ ん 〔松 田達 郎 先 生 の 昭和 基 地 で の 二.7クネ ー
ム)そ の も ので した.
(筆者:群 馬 県立 栗 毛学 習 文 化 セ ン ター 館 長)
第15回極域気水圏シンポジウム
藤 井 理 行
7月8日 一9H.極 地 研 講 堂 に お い て 上 記 シ ンポ ジ ウ
ム が 開 催 さ れ た.発 表 論 文74編,参 加 者138名と 盛 況 で
あ った.当 シ ンポ ジ ウ ム は,地 域 的 に は 南 極,北 極 を中
心 と した 極 域,学 問 領 域 で は,大 気 科 学,雪 氷 学,海 洋
学,地 球 化 学 を中 心 と した大 気 ・水 圏 の 地 球 科 学 と広 い
範 囲 に 及 ん で い る.
今 回 発 表 され た 論 文 を分 野 別 に見 る と,海 氷 】1編,海
洋7編,氷 の 電 波 特 性7編.コ ア解 析10編.北 極 氷 河3
編,南 極 氷 床4編,オ ゾ ン7編.エ ア ロ ゾ ル8編,大 気
微 量 成 分6編,大 気 大 循 環 ・気 候 モ デ ル4編.気 候3編,
気 象 観 測4編 で あ る.今 回の 特 徴 は,南 極 で のACR計
画 の 一・環 と して 第31次.32次観 測 隊 で 行 わ れ た 海 氷 ・海
洋 観 測 の 結 果 や,オ ゾ ン,エ ア ロ ゾ ル,大 気微:;1城分 な
ど大 気 化 学 の 論 文 が 数 多 く発 表 され た こ と で あ る.ま た,
北極 研 究 が 本格 的 に な って きた こ と を反 映 して,コ ア 解
析 や 大 気 化学,海 氷 ・海 洋 の 分 野 を 中心 に17編の 論 文 の
発 表 が あ った.衛 星 に よ る リ モ ー トセ ン シ ン グ,ポ ー
ラー パ トロー ル バ ル ー ン,ア イ ス レー ダ な どの 新 しい 手
法 に よる 研究 の 発 表 も多 か った.
初 日は,午 前 が 海 氷 と海 洋 の セ ・ノシ ョ ンで 口頭 発 表,
午 後 は,ポ ス ター セ ッ シ ョンで の 発 表 が 行 わ れ た.海 氷
の 分 野 で は,　ACR計 画 の 一・環 と して 昭 和 基 地 周 辺 で 行
3
































































して,宙 空系の 「ポーラーパ トロール気球による超高層
大気の観測(3年 計画3年 次)」,気水圏系の 「氷床ドー
4
〉来訪者く
極 地 研 二a－ ス110
平 成4年5月30日 一6月12日 　 Dr.　WASILEWSKI,　P.
(米国航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ド宇 宙 セ ン ター研 究 員)
7月1日 ～7月6日 襲 知 本　(Prof.　GONG,　Zhiben)
(中国科 学 院安 徽 光 学 精 密 機 械 研 究所 所 長)
風 車　(Dr.　ZHOU,　Jun)　(何助 教授)
張 豹 武(Mr.　ZHANG,　Baowu)　(中国 科 学 院大
気 物 理 研 究 所 高 級 工 程 師)
孫 宝 来(Mr.　SUN,　Bao]ai)　(同工 程 師)
陳 継 平(Mr,　CHEN,　Jiping)　(同]:程師)
石 廣 玉　(Prof.　SHI,Guangyu)　(同教 授)
6月24日 余 禮 東(Dr,KIM,Y.-D.)(韓国 海 洋 研 究
所 地 球 科 学 研 究 室 長)
8月19日 ～8月22日 　 Dr,　PALME,　H.　〔マ ッ ク ス プ ラ
ン ク研 究 所 研 究 員)
Dr,　KERRIDGE,　J.　F.　(カリフ ォ ルニ ア大 学 ロサ
ン ゼ ル ス校 助 教 授)
Prof,　WANKE,　H.　(マック スプ ラ ン ク研 究 所 教
授)
Dr.　TATSUMOTO,　M.　(アメ リカ 地 質 調 査 所 研
究 員)
Prof.　CLAYTON,　R.　N.　(シカゴ 大 学 教 授)
謝 天 徳　(Prof.　XIE,　Xiande)　(中国 科 学 院 地 球
化 学研 究 所所 長)
Dr.　PESONEN,　L.　J.　(フィ ンラ ン ド地 質 調 査 所
研 究 員)
Prof.　FLYNN,　G,　J.　(サニ ー ・ピ ッツバ ー グ 物理
学 研 究 所 教授)
Dr.　CRESSWELL,　R.　(トロ ン ト大学 ア イ ソ トー
プ 研 究 所 研 究 員)
林 文 祝(Dr.　LIN,　Wenzhu)　(中国 科 学 「完地 球
化 学 研 究 所 助 教授)
Prof.　TAYLOR,　L.　A,　(テネ シ ー 大学 教 授)
Dr.　SCORZELLI,　R.　B.　(ブラ ジ ル 国 立 観 測 所 研
究 員)
Dr.　OSADCHII,　E.　(実験 鉱 物 研 究 所 研 究 員)
Prof.　WALKER,　R.　M,　(ワシ ン トン大 学 教 授)
Dr.　WARREN,　P.　H.　(カリ フ ォル ニ ア 大 学 ロサ
ンゼ ル ス校 研 究 員)
Dr.　JAKES,　P,　(プラハ 地 質調 査 所 研 究 員)
Prof,　BHANDARI,　N.　(物理 学 研 究 所 研 究 員)
季 春 来　(Dr.　LI,　Chun]ai)　(中国 科 学 院 地 球 化
学 研 究 所 研 究 員)
DL　NISHIIZUMI,　K (カリ フ ォル ニ ア 大 学 サ ン
デ ィエ ゴ校 研 究 員)
Dr.　HIROI,　T.　(米国 航 空 宇 宙 局 研 究 員)
Dr.　AMARI,　S,　(ワシ ン トン大 学 研 究 員)
8月24日 ～8月27日 　 Dr.　MATTHEWS,　A.　(ニュー
ジ ー ラ ン ド科学 産 業 省)
8月31U-9月3日 周 鳳 イ|ll　(Prof.　ZHOU,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　C]imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和 基 地
(Syowa;89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　 (m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min、mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcever)　(1/10)



























魚好 きの 日本人,世 界の魚のほとんどが食卓に登場






コア掘削 した穴へあい さつに来た 〔?)ホッキョクダ





れているといえる.さ らにイヌイ ット民族 もまた回遊





極点付近でも採取 された記録のある,寒 さに 超'強い
タラの仲間である.お なじみのコマイ,スケ トウダラ
よりもさらに高緯度海洋に多いというから,根 っから
の 「北極好 きの魚」である.20cmほどの小ぶ りでス
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